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⽣成AIが拓くAIの未来
〜AIは⼈間社会をどのように変容させていくのか〜

栗原 聡
慶應義塾⼤学・理⼯学部

慶應義塾⼤学・共⽣知能創発社会研究センター
慶應義塾⼤学・慶應⽣成AIラボ

科学技術振興機構

4月24日第二次人工知能委員会 2024/04/24
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⾃⼰紹介
慶⼤・⼤学院理⼯学研究科修了．博⼠〔⼯学〕
慶⼤・共⽣知能創発社会研究センター・センター⻑
慶⼤・慶応⽣成AIラボ・ラボ⻑
⼈⼯知能学会・副会⻑／倫理委員会・委員⻑
JSTさきがけ社会変⾰基盤・領域統括

NTT研究所➡⼤阪⼤学➡電気通信⼤学を経て，2018年から現職．電通⼤に
国⽴⼤初の⼈⼯知能先端研究センター（初代センター⻑）を設⽴．情報法制研
究所上席研究員，総務省情報通信法学研究会構成員など．⼈⼯知能学会理
事・編集⻑などを歴任．マルチエージェント，複雑ネットワーク科学，群知能，計算
社会科学などの研究に従事．
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そもそも「⼈⼯知能」って何︖

⼈⼯⼼肺装置 ⼈⼯衛星 ⼈⼯降雪機
〇〇のしくみ，原理，製法等が既知である．

いろいろな意⾒があり，統⼀した答えは存在しない．

近代科学社

⼈⼯的に知能を作る︕ 知能の定義・しくみは︖
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AIマップ（⼈⼯知能学会）※多岐に渡る分野
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AI研究のこれまで1950年代

〜現在〜

1982年 インターネットの登場

1950年 ノイマン型コンピュータの発明

1968年 Deep Learningの基礎

Deep Learningの登場

第⼀次AIブーム

第⼆次AIブーム

5
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AI研究のこれまで1950年代

〜現在〜

1986年 ⼈⼯知能学会設⽴!!
1982年 インターネットの登場

1950年 J.von Noimanの⾃⼰再⽣機械

1968年 Deep Learningの⼤元

Deep Learning

第⼀次AIブーム

第⼆次AIブーム

6

何を学んだ︖

失敗だったのか︖ → NO!!!

第⼀次AIブーム
有⽤性のある研究成果がそのまま利⽤できるわけではない．
→社会実装するインフラが整備されてなければだめ

第⼆次AIブーム
⼈の持つ知識，特に常識や暗黙知は膨⼤である．

→これを活⽤できないとAIは使えない．
↓

第三次AIブーム
▶深層学習の実⽤化→第1次ブームの完結

▶GPT4レベルのLLMの実現→第2次ブームの完結常識

専門知識

常識

専門
知識
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猫の顔の特徴って何︖
猫らしさって︖

表現学習能⼒ ※⼈も持つ当然の能⼒．ただし⼈は⾔語化できない．

http://static.googleusercontent.com/media/research.google.com/en//archive/unsupervised_icml2012.pdf 7
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猫の顔の特徴って何︖
猫らしさって︖

表現学習能⼒ ※⼈も持つ当然の能⼒．ただし⼈は⾔語化できない．

http://static.googleusercontent.com/media/research.google.com/en//archive/unsupervised_icml2012.pdf

脳での情報処理のごく⼀部しか⾔語化されない
脳ではちゃんと認識できている

↓
⾔語化された情報では満⾜な性能を発揮できない
Deep Learningは脳の情報処理と同じことができる︕

8
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猫の顔の特徴って何︖
猫らしさって︖

表現学習能⼒ ※⼈も持つ当然の能⼒．ただし⼈は⾔語化できない．

表現学習
↓

この能⼒がすべて
http://static.googleusercontent.com/media/research.google.com/en//archive/unsupervised_icml2012.pdf 9
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組みあわせ爆発 10
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時系列の学習

Deep Learningは
最初は 画像・⾳声認識で効果を発揮した．

もう⼀つ重要なデータが時系列データ．
⾔語，感染推移，株価，⾃然環境，etc

11
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LLM〔⼤規模⾔語モデル〕にとって⽂法は不要

⽂法さえあればどのような⾔い回しにも対応出来る︖

表，プログラム，詩，シナリオ，・・・・・・・
膨⼤なジャンルに対応するには︖︖

確率のみでよい︖

事実，統計的な⽅法の⽅が筋がよさそう．
しかし．．．突き抜けなかった．

VS.

⽂法として⼈がコン
ピュータに教える

AIにしゃべり⽅の特徴
のすべてを勝⼿に抽出

させる
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膨⼤な⾔語データで単語の繋がり⽅を学習する
⾔語モデル→⾔葉を単語の出現確率でモデル化したもの

⼤量のテキストデータを使って事前に学習したベースモデル
これまでは，ベースモデルに対するファインチューニングで精度を⾼める必要があった．

GPT-3は膨⼤なテキストデータを⽤いて学習することでファインチューニングが不要→AGI．
Wikipedia やWebサイトから収集されたデータ等からの45TBものテキストデータを収集，前処
理により570GBのデータセットを学習に⽤いている．
1750億個のパラメータを持つ⾃⼰回帰型⾔語モデル（ある単語の次に出てくる単語を予測する
モデル）を学習した巨⼤な⾔語モデルを作成．
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https://amatriain.net/blog/transformer-models-an-introduction-and-catalog-2d1e9039f376/#Timeline

多くの⽣成AIがどんどん登場している
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15https://arxiv.org/pdf/2206.07682.pdf

スケールさせたらとんでもないことに︕︕
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16https://arxiv.org/pdf/2206.07682.pdf

スケールさせたらとんでもないことに︕︕

⼊⼒されるテキストの量の増⼤
学習される⾔葉の繋がり⽅は指数関数的に増⼤する

↓
GPT3.5辺りで

スケールしたことで⼈の⾔語空間のスケールに到達した
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マルチモーダル対応

LLMの進化

一つにまとめる戦略
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Retrieval Augmented Generation（RAG）
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YES 具体的に浮揚させる⽅法は︖

⽣成AIは⽇本経済浮揚のための起爆材となるか︖

効率化ツールとしての使⽤
メール，報告書，仕様書，要約，情報整理
※⼤量の⽂書を読み込んでの作業（AIならでは）

事業を⾼速で回せるだけ
時短・アップデートできる．

膨⼤な⽂書の分析や要約
・⽂書を読み込むための時間
・多様な分析や整理

異なるデータの統合
・フォーマット統合
・読み込み
・統合
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YES 具体的に浮揚させる⽅法は︖

⽣成AIは⽇本経済浮揚〔DX推進〕のための起爆材となるか︖

効率化ツールとしての使⽤・AIがDX活⽤
メール，報告書，仕様書，要約，情報整理
※⼤量の⽂書を読み込んでの作業（AIならでは）

事業を⾼速で回せるだけ
時短・アップデートできる．

膨⼤な⽂書の分析や要約
・⽂書を読み込むための時間
・多様な分析や整理

異なるデータの統合
・フォーマット統合
・読み込み
・統合

⼈ではなくAIが⾃由
に情報処理を⾏うた
めのという⽬的での
デジタルインフラ

〔DX〕強化の必要性
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点の発⾒
（クリエーション）

点と点を結ぶ繋がりの発⾒
（イノベーション）

ネットワークによる創発
＜妄想⼒＞

創造することとは︖

※偶発性

AI
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⼈の意図や知識を理解して学習するＡＩの基盤技術開発

インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作⽀援基盤の開発

⼈と共に進化する次世代⼈⼯知能に関する技術開発事業

慶應義塾⼤学
東京⼤学
電気通信⼤学

公⽴はこだて未来⼤学
⽴教⼤学
株式会社Ales
株式会社⼿塚プロダクション

株式会社ヒストリア
株式会社エッジワークス
有限会社ネオンテトラ

Since 2020.7-
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あらすじ（秋⽥書店告知⽂より）

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

23
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本来ChatGPTはユーザが直接利⽤すべきアプリではない︕

インタラクティブ
プロンプト⽣成AI

完成したプロンプト

⽣成された内容

分かりやすいUI操作

クリエイター GPT-4
⽣成された内容を

整理して提⽰

〜仲介AI〔御⽤聞きAI〕〜
・ユーザのレベルに依存せずプロンプトを成形できる

・⽣成するコンテンツの特徴を⾃由に⼊れ込むことができる
・繰り返しのやりとりで創造性を継続的に引き出せる
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これまでの⼈の創造レベル〔クリエイター,⼀般〕

気づき・セレンティビティ・ネットワーク化による新たな創造

創
造
⼒
$
%
&
'

AIによる⽣成

気づき・セレンティビティ・ネットワーク化による更に新たな創造

AIによる⽣成

⼈とAIの共進化

⼈とAIとの関係
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創造を効率的にサポートするAIの⽴ち位置

AI⾃体は創造
する機能を持っ
ていない

AI
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ChatGPTの登場が意味すること

産業⾰命→インターネット→⽣成AI

これまでのAIは特別な技術を持つ者しか利⽤できなかった．
ChatGPTは⽂章として⼊⼒することで最新AIを誰もが利⽤できる．

↓
AIの⺠主化

特別な技術を持たない⼀般ユーザでも最新AIを活⽤できることの意味
→使うべき⼈なら誰もが容易に使える技術となった

という⼤きな変化



KURI-LAB 2024 http://www.ai.comp.ae.keio.ac.jp/

28

可能性:誰もが使えるということが意味すること

これまではAIから距離のあった⼈が⾃⾝の創造⼒を発揮できるということ．

想像できないいろいろな可能性が埋もれている．

最新AIは簡単に
利⽤できる︕

※例えば⾼齢者層が利⽤することでの社会の変化は絶⼤
※どこからでのイノベーションが起こせる可能性が出て来た
※メタバースへの期待
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進む格差
残念ながらAIを使える層と使われる層の格差が進む

使える層は極めて少数→利益獲得
圧倒的多数の使われる層（思考⼒の低下）
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インターネット（SNS）がもたらしたもの
デマ,フィルターバブル,フェイク,⼆極化,
炎上,ネットいじめ,アンチワクチン,
陰謀論,マスク警察,・・・・・・

サイバー空間に⽌まらず，
⽇常⽣活⾃体への影響
※バーチャルではさらに顕著化

＜膨⼤な量・多様な質＞が⼈の認知能⼒を⼤きく越える
→SNSの登場が⼈の熟考⼒を低下・脊髄反射的反応を助⻑
→読解⼒の低下（学⼒テストから顕著・スマホ使⽤時間との相関）

情報洪⽔など以前より指摘されてきたものの解決できず．
→Society5.0／バーチャルエコノミー／メタバースでのアキレス腱（⼈の認知能⼒の限界）

よい情報を選別しようというIT／AIの取り組み→成功せず
（レコメンデーション，フィルタリング，・・・・・）
※そもそも「よい情報・正しい情報・健全な情報とは何か︖」 ←定義できないのでは︖

※⼈は合理的な判断をしない⽣き物
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負の⾯の影響は⼤きく，不可逆変化の度合いが⼤きい

https://news.yahoo.co.jp/articles/9a0eead802c9c65f94a6319a0f3dd83d9e2bee90

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230523/k10014075821000.html

https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-65308190
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個々の能⼒においてお互いに⻑所・短所が異なる

<DL>
表現学習

推論，仮説検証,
論理，状況理解,
因果，他者理解,
時間の把握……    

対話

AI 人

ー記号処理ー
推論，仮説検証,
論理，状況理解,
他者理解，因果，
時間の把握……    
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個々の能⼒においてお互いに⻑所・短所が異なる

計算
記憶

対話

AI 人

推論，仮説検証,
論理，状況理解,
因果，他者理解,
時間の把握……    
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倫理・法制度での課題

34

・100％動作が保証されない確率的なシステムでの誤動作への法制度
→免責制度への期待
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通信・移動

現場

⼈・AI 共⽣社会

×
×

×

×

×
×

地方

都市

現場
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通信・移動

現場

現場

⼈・AI 共⽣社会

×
⽣活圏

からの撤退︖
ロボット化︖

インフラ共通化
※物理的なリソース
は現場にある

都市

地方

現場
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進む格差
残念ながらAIを使える層と使われる層の格差が進む

使える層は極めて少数→利益獲得
圧倒的多数の使われる層（思考⼒の低下）

社会インフラへの導⼊を急ぐべき〔⾏政コスト削減〕

教育現場での効率化→⽣徒に向かう時間の確保

等しくAIの恩恵を分配／ベーシックインカム的な取り組み

すぐにでも出来ること
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都市と地⽅での格差は何もしないと急激に拡⼤してしまう

■⼈の作業が不要な事務処理の効率化でのAI活⽤
→1⼈でもよいのでAI利活⽤エキスパートの育成
（⾃社，エリア毎）

→現場を知らなければ導⼊できない︕
→解決すべき問題は現場にある→積極的な産学連携
→現場と解決⼿段マッチングのためのワンストップなサービスの必要性

■Made by Human への価値の再認識・ブランド化
（⾏政との連携）※眼鏡の鯖江
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⼈が信頼できるAIとは︖

両者での⼈とAIとの
関係は⼤きく異なる
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アフォーダンスの活⽤→空気を読む
https://www.oca.ac.jp/itmagazine/ai/google、palm-saycan搭載ロボットは曖昧な命令も実⾏可能/

PaLM-SayCan

https://zenn.dev/hagane/articles/2578ea2d57264a
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⼈の知能レベル

⼈⼯知能の知能レベル

テクノロジーの加速度的進化

2045年

2024年

2025年問題→来年・・・・・
・⼈⼝700万⼈減
・15歳から64歳の⽣産年齢⼈⼝が
7000万⼈まで減少するも，65歳以上の
⼈⼝は3500万⼈を超え．
・いわゆる団塊の世代が75歳超えの
後期⾼齢者となる．
・国⺠の1/3が65歳以上，1/5が75歳以上
という，少⼦⾼齢化社会の到来 https://www.google.com/search?q=%E3%83%AC%E3%82

%A4%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%84%E3%83%
AF%E3%82%A4%E3%83%AB&sca_esv=591760562&rlz=
1C5CHFA_enJP1000JP1007&tbm=isch&sxsrf=AM9HkKln
kKJ3s5ybyk8eZJI9gPJsLJRU7Q:1702872951638&source=l
nms&sa=X&ved=2ahUKEwic3YSLkJiDAxVnklYBHRlZB
uwQ_AUoAnoECAIQBA&biw=1495&bih=1483&dpr=1.1#
imgrc=sh_v0TwWPX9dpM
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https://www-utap.phys.s.u-tokyo.ac.jp/~suto/
myresearch/ap06_hierarchy.pdf

インフレーション時のムラによる創発現象

https://singularity-bio.jp/amateras/

散逸構造の中に見られるパタン

いずれはエントロピー増⼤化に向かう．
⾃⼰組織化・創発は効率的なエントロピー増⼤化のプロセス

→より上位のスケールであればあるほど⼤きな影響⼒を発揮できるから

https://www-utap.phys.s.u-tokyo.ac.jp/~suto/
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スケールさせたらとんでもないことに︕︕



KURI-LAB 2024 http://www.ai.comp.ae.keio.ac.jp/

44https://arxiv.org/pdf/2206.07682.pdf

スケールさせたらとんでもないことに︕︕

⼊⼒されるテキストの量の増⼤
学習される⾔葉の繋がり⽅は指数関数的に増⼤する

↓
GPT3.5辺りで

スケールしたことで⼈の⾔語空間のスケールに到達した
↓

さらにスケールすると，，，，，
⼈の理解⼒を超えるモデルが⽣成されるのであろうが，

それは⼈には理解できない．．．．
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ChatGPT級のLLMが登場したことの意味
スケールすることで⼤きな質的なアップグレードが起こったということ

GAFAMにしかなし得ないのが現状→1極集中→⺠主主義ではない．

現状の⽇本︓ ⼩粒LLM・ドメイン適応
産業活性としての貢献はあるが、⼀瞬ですべてを持っていかれる

次世代AI研究開発に対する貢献への寄与は低い
↓

LLMのみでは統合AIはできない．

⽇本の⽴ち位置
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⼈と共⽣するAIに要求される能⼒

適応的即応 適応的熟考

場の空気を読む能⼒（アフォーダンス知覚）

他者理解・反実仮想シミュレーション能⼒

⾼度論理思考（因果推論）

⼈間的⾮合理判断モデル

恒常的⽬的指向性（インセンティブ）
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⽇⽶共同AI研究パートナーシップ

左から、レモンド商務⻑官、ジャハニ
アン カーネギーメロン⼤学⻑、ハース
ARM代表取締役CEO、天⾕常任
理事、沼本Microsoft CMO、盛
⼭⽂部科学⼤⾂

1. Multimodal and multi-lingual learning
2. AI for robots

3. Autonomous AI symbiosis with Humans
4. Life sciences

5. AI for scientific discovery
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もはや⼀気にスケールするフェーズに⼊った

AIの進化（道具から⾃律型へ）→ スケール知能の創発へ
⼈のスケールを越えた知能

→スケールしたAI→スケールしたAIの集合体から創発する

※スケールした知能も下位のスケールがあればこそ創発する

スケールAIの創発のさせ⽅・レベル・⼈の制御
→⼈スケールでは導出不可能な解決策
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もはや⼀気にスケールするフェーズに⼊った

AIの進化（道具から⾃律型へ）→ スケール知能の創発へ
⼈のスケールを越えた知能

→スケールしたAI→スケールしたAIの集合体から創発する

※スケールした知能も下位のスケールがあればこそ創発する

スケールAIの創発のさせ⽅・レベル・⼈の制御
→⼈スケールでは導出不可能な解決策

社会は⼀⼈⼀⼈の個⼈の総体
→⼈間こそが最⼤の複雑システム

※テクノロジー〔IT/AI〕によりその能⼒が適応的に変容中・・・・
→社会も変容し、それが個⼈にフィードバックするループ

⼈の集合体が創発する社会が⼈をさらに変容させるダイナミクスへの注視
↓

社会問題はこのダイナミクスから⽣まれる現象

→問題解決には総合知で望むことが必要不可⽋︕
＜⽂理融合という具体的な戦略＞



KURI-LAB 2024 http://www.ai.comp.ae.keio.ac.jp/

50

令和4年度戦略⽬標
「⽂理融合による社会変⾰に向けた⼈・社会解析基盤の創出」

Page
50

⽂科省R4年度戦略⽬標より抜粋 https://www.mext.go.jp/content/20220315-mext-chosei1-000021036_004.pdf
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さいごに

未来志向な動きが
出来るか出来ない
かは我々次第

⼈の欲望は⽌まらない．⼈は求める．テクノロジーは進化する．
放っておくと使う者と使わない者の格差が加速的広がる
トップダウン的社会制度設計は機能しない〔政治判断も同様〕
ボトムアップ・適応的・柔軟・アジャイル型の社会システムへ
「何をしたいのか」「どうあるべきか」「あるべき世界を想像する能⼒」
がこれまで以上に重要になる

ただし、ALL⽇本で動かなければならない．
少⼦⾼齢化・労働⼒補填・⼈間中⼼

⽬標をどう設定するか次第・・・・・・
⽣産性 ＜ ⽣産性＋⼈の幸福（我々の判断）
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